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研 究 ROV（Remotely Operated Vehicle）型点検装置の実証実験 

点検者の安全を確保しながら効率的に桟橋上部工の部材の劣化を確実に

把握するため、桟橋上部工下面の状況を撮影するROV型の点検装置を開発

しています。小名浜港（８月）と千葉港（9 月）にて、撮影能力や操作性の確認

を目的とした実証実験を行いました。 
ROV は位置情報を付加した連続的な画像を短時間で撮影できるため、画

像合成で3D表示するが可能です。また、3D画像を点検帳票の形式に出力で

きる内業支援ソフトも開発しています。 

 

 

出 張  海外出張報告 

川端が7月にリーズで開催された国際会議（International Conference on 
Durability of Concrete Structures）、また9月にハノイで開催された「アジ

ア域の風土に適合した暑中コンクリートの設計・施工標準の策定に向け

た研究拠点」のセミナーに参加し、発表および情報収集しました。また，

田中が 9 月にバンコクで開催された国際会議（The 3rd International 
Symposium on Concrete and Structures for Next Generation）に参加し、

発表および情報収集しました。 
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メンバー紹介       ※ メールアドレスの@以降はpari.go.jpです。 
氏 名 役 職 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ マイブーム 今月のひと言 

加藤 絵万 グループ長 katoh-e@ 引越し 色々と悩ましいです。 

野上 周嗣 主任研究官 nogami-s852a@ 3DCAD 日々、お絵描きの練習をしてます。 

川端 雄一郎 主任研究官 kawabata-y@ 糸巻き とうとうマグロ用リールを買いました 

染谷 望 研究官 someya@ 腸活 ヤクルトとヨーグルトを摂取し始めました 

田中 豊 研究官 tanaka-yu@ 筋トレ 腹筋ローラーを買いました。あれは効く。 

黒木 賢一 依頼研修員 kuroki-ke@ パワーブリーズ 呼吸筋が鍛えられます。少し酸欠気味な時も。 

伊藤 孝吉 派遣職員 itoh-k@ 新米 食欲の秋。モリモリ食べたいです。 


